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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ソケット側信号用端子およびソケット側電源用端子が配設される略矩形状のソケットハ
ウジングを有するソケットと、ヘッダ側信号用端子およびヘッダ側電源用端子が配設され
る略矩形状のヘッダハウジングを有するヘッダと、を備え、前記ソケットハウジングと前
記ヘッダハウジングとを嵌合させることで、前記ソケット側信号用端子と前記ヘッダ側信
号用端子とが接触するとともに、前記ソケット側電源用端子と前記ヘッダ側電源用端子と
が接触するコネクタであって、
　前記ソケット側信号用端子および前記ソケット側電源用端子が、前記ソケットハウジン
グの長手方向に沿って配設されており、
　前記ソケット側電源用端子および前記ヘッダ側電源用端子には、互いに接触する接点部
が、前記ソケットハウジングの長手方向に沿って複数設けられており、
　前記ソケット側電源用端子には、複数の片部が形成されており、前記複数の片部のそれ
ぞれに前記接点部が設けられており、
　前記ソケットハウジングは、島部と、前記島部から所定間隔を空けて前記島部を囲む周
壁部と、を有し、
　前記島部には第１の収容凹部と第２の収容凹部とが設けられており、
　前記ソケット側電源用端子は、前記周壁部に当接しかつ前記島部の前記第１の収容凹部
に収容されており、
　前記ソケット側信号端子は、前記周壁部に当接しかつ前記島部の前記第２の収容凹部に
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収容されていることを特徴とするコネクタ。
【請求項２】
　前記ソケットハウジングには、当該ソケットハウジングの長手方向に沿って配設された
前記ソケット側信号用端子および前記ソケット側電源用端子で構成されるソケット側端子
群が複数列配置されていることを特徴とする請求項１に記載のコネクタ。
【請求項３】
　前記複数の片部は、可撓性を有しており、それぞれ独立して撓むことが可能であること
を特徴とする請求項１または請求項２に記載のコネクタ。
【請求項４】
　前記ソケット側電源用端子は、Ｕ字状部を有しており、当該Ｕ字状部の一端には、前記
接点部が設けられる自由端部が連設されており、
　前記複数の片部は、少なくとも前記自由端部に形成されていることを特徴とする請求項
１～３のうちいずれか１項に記載のコネクタ。
【請求項５】
　互いに接触する前記ソケット側電源用端子の接点部および前記ヘッダ側電源用端子の接
点部のうちいずれか一方の接点部には凹部が形成されており、他方の接点部が前記凹部に
おける前記ソケットハウジングの長手方向両端部で接触することを特徴とする請求項１～
４のうちいずれか１項に記載のコネクタ。
【請求項６】
　請求項１～５のうちいずれか１項に記載のコネクタに用いられるソケット。
【請求項７】
　請求項１～５のうちいずれか１項に記載のコネクタに用いられるヘッダ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コネクタおよび当該コネクタに用いられるヘッダならびにソケットに関する
。
【背景技術】
【０００２】
　従来、コネクタとして、ソケット本体に複数のソケット側端子を配設したソケットと、
ヘッダ本体に複数のヘッダ側端子を配設したヘッダと、を備えるものが知られている（例
えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　この特許文献１では、ソケットとヘッダとを相互に嵌合させることで、対応する端子同
士を接触導通させ、各端子が接続された回路基板の回路パターン同士を電気的に接続する
ようにしている。
【０００４】
　このように、互いに電気的に接続されるソケット側端子とヘッダ側端子との組が複数組
形成されたコネクタが、従来から知られている。
【０００５】
　ところで、複数組の端子は、信号線が接続される信号用端子として用いられるのが一般
的であるが、複数組の端子の一部の組を、電源線が接続される電源用端子として用いるこ
ともある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００５－０１９１４４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
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　しかしながら、電源線から供給される電流は、信号線から供給される電流よりも大きい
ため、一部の端子を電源用端子として用いる場合、複数の端子を併用することで１つの電
源用端子とし、必要な電流容量を確保する必要があった。
【０００８】
　このように、対応する端子同士を接触導通させるコネクタにおいては、端子同士の接触
信頼性をより高めるようにするのが好ましい。
【０００９】
　そこで、本発明は、端子同士の接触信頼性をより向上させるこのできるコネクタおよび
当該コネクタに用いられるヘッダならびにソケットを得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、ソケット側信号用端子およびソケット側電源用端子が配設される略矩形状の
ソケットハウジングを有するソケットと、ヘッダ側信号用端子およびヘッダ側電源用端子
が配設される略矩形状のヘッダハウジングを有するヘッダと、を備え、前記ソケットハウ
ジングと前記ヘッダハウジングとを嵌合させることで、前記ソケット側信号用端子と前記
ヘッダ側信号用端子とが接触するとともに、前記ソケット側電源用端子と前記ヘッダ側電
源用端子とが接触するコネクタであって、前記ソケット側信号用端子および前記ソケット
側電源用端子が、前記ソケットハウジングの長手方向に沿って配設されており、前記ソケ
ット側電源用端子および前記ヘッダ側電源用端子には、互いに接触する接点部が、前記ソ
ケットハウジングの長手方向に沿って複数設けられており、前記ソケット側電源用端子に
は、複数の片部が形成されており、前記複数の片部のそれぞれに前記接点部が設けられて
おり、前記ソケットハウジングは、島部と、前記島部から所定間隔を空けて前記島部を囲
む周壁部と、を有し、前記島部には第１の収容凹部と第２の収容凹部とが設けられており
、前記ソケット側電源用端子は、前記周壁部に当接しかつ前記島部の前記第１の収容凹部
に収容されており、前記ソケット側信号端子は、前記周壁部に当接しかつ前記島部の前記
第２の収容凹部に収容されていることを要旨とする。
【００１１】
　また、本発明は、上記コネクタに用いられるソケットであることを要旨とする。
【００１２】
　また、本発明は、上記コネクタに用いられるヘッダであることを要旨とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、端子同士の接触信頼性をより向上させるこのできるコネクタおよび当
該コネクタに用いられるヘッダならびにソケットを得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の一実施形態にかかるコネクタのヘッダを裏面側から視た斜視図である。
【図２】本発明の一実施形態にかかるコネクタのヘッダを表面側から視た斜視図である。
【図３】本発明の一実施形態にかかるコネクタのヘッダを示す図であって、（ａ）は側面
図、（ｂ）は裏面図、（ｃ）は平面図、（ｄ）は正面図である。
【図４】本発明の一実施形態にかかるコネクタのヘッダハウジングを裏面側から視た斜視
図である。
【図５】本発明の一実施形態にかかるコネクタのヘッダハウジングを表面側から視た斜視
図である。
【図６】本発明の一実施形態にかかるコネクタのヘッダハウジングを示す図であって、（
ａ）は側面図、（ｂ）は裏面図、（ｃ）は平面図、（ｄ）は正面図である。
【図７】本発明の一実施形態にかかるコネクタのヘッダ側信号用端子を示す図であって、
（ａ）は第１の斜視図、（ｂ）は第２の斜視図、（ｃ）は第３の斜視図、（ｄ）は第４の
斜視図である。
【図８】本発明の一実施形態にかかるコネクタのヘッダ側信号用端子を示す図であって、
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（ａ）は側面図、（ｂ）は平面図、（ｃ）は裏面図、（ｄ）は正面図、（ｅ）は背面図で
ある。
【図９】本発明の一実施形態にかかるコネクタのヘッダ側信号用端子を示す図であって、
（ａ）は側断面図、（ｂ）は水平断面図である。
【図１０】本発明の一実施形態にかかるコネクタのヘッダ側電源用端子を示す図であって
、（ａ）は第１の斜視図、（ｂ）は第２の斜視図、（ｃ）は第３の斜視図、（ｄ）は第４
の斜視図である。
【図１１】本発明の一実施形態にかかるコネクタのヘッダ側電源用端子を示す図であって
、（ａ）は側面図、（ｂ）は平面図、（ｃ）は裏面図、（ｄ）は正面図、（ｅ）は背面図
である。
【図１２】本発明の一実施形態にかかるコネクタのヘッダ側電源用端子を示す図であって
、（ａ）は側断面図、（ｂ）は水平断面図である。
【図１３】本発明の一実施形態にかかるコネクタのヘッダ側保持金具を示す図であって、
（ａ）は第１の斜視図、（ｂ）は第２の斜視図、（ｃ）は第３の斜視図、（ｄ）は第４の
斜視図である。
【図１４】本発明の一実施形態にかかるコネクタのヘッダ側保持金具を示す図であって、
（ａ）は第１の側面図、（ｂ）は平面図、（ｃ）は裏面図、（ｄ）は正面図、（ｅ）は背
面図、（ｆ）は第２の側面図である。
【図１５】本発明の一実施形態にかかるコネクタのソケットを表面側から視た斜視図であ
る。
【図１６】本発明の一実施形態にかかるコネクタのソケットを裏面側から視た斜視図であ
る。
【図１７】本発明の一実施形態にかかるコネクタのソケットを示す図であって、（ａ）は
側面図、（ｂ）は平面図、（ｃ）は裏面図、（ｄ）は正面図である。
【図１８】本発明の一実施形態にかかるコネクタのソケットハウジングを表面側から視た
斜視図である。
【図１９】本発明の一実施形態にかかるコネクタのソケットハウジングを裏面側から視た
斜視図である。
【図２０】本発明の一実施形態にかかるコネクタのソケットハウジングを示す図であって
、（ａ）は側面図、（ｂ）は平面図、（ｃ）は裏面図、（ｄ）は正面図である。
【図２１】本発明の一実施形態にかかるコネクタのソケット側信号用端子を示す図であっ
て、（ａ）は第１の斜視図、（ｂ）は第２の斜視図、（ｃ）は第３の斜視図、（ｄ）は第
４の斜視図である。
【図２２】本発明の一実施形態にかかるコネクタのソケット側信号用端子を示す図であっ
て、（ａ）は側面図、（ｂ）は平面図、（ｃ）は裏面図、（ｄ）は正面図、（ｅ）は背面
図である。
【図２３】本発明の一実施形態にかかるコネクタのソケット側信号用端子を示す図であっ
て、（ａ）は側断面図、（ｂ）は水平断面図である。
【図２４】本発明の一実施形態にかかるコネクタのソケット側電源用端子を示す図であっ
て、（ａ）は第１の斜視図、（ｂ）は第２の斜視図、（ｃ）は第３の斜視図、（ｄ）は第
４の斜視図である。
【図２５】本発明の一実施形態にかかるコネクタのソケット側電源用端子を示す図であっ
て、（ａ）は側面図、（ｂ）は平面図、（ｃ）は裏面図、（ｄ）は正面図、（ｅ）は背面
図である。
【図２６】本発明の一実施形態にかかるコネクタのソケット側電源用端子を示す図であっ
て、（ａ）は側断面図、（ｂ）は水平断面図である。
【図２７】本発明の一実施形態にかかるコネクタのソケット側保持金具を示す図であって
、（ａ）は第１の斜視図、（ｂ）は第２の斜視図、（ｃ）は第３の斜視図、（ｄ）は第４
の斜視図である。
【図２８】本発明の一実施形態にかかるコネクタのソケット側保持金具を示す図であって



(5) JP 6388152 B2 2018.9.12

10

20

30

40

50

、（ａ）は背面図、（ｂ）は平面図、（ｃ）は裏面図、（ｄ）は正面図、（ｅ）は側面図
である。
【図２９】本発明の一実施形態にかかるヘッダとソケットとが嵌合する直前の状態を示す
図であって、ヘッダ側信号用端子およびソケット側信号用端子が配置された部位で切断し
た断面図である。
【図３０】本発明の一実施形態にかかるヘッダとソケットとが嵌合した状態を示す図であ
って、ヘッダ側信号用端子およびソケット側信号用端子が配置された部位で切断した断面
図である。
【図３１】本発明の一実施形態にかかるヘッダとソケットとが嵌合する直前の状態を示す
図であって、ヘッダ側電源用端子およびソケット側電源用端子が配置された部位で切断し
た断面図である。
【図３２】本発明の一実施形態にかかるヘッダとソケットとが嵌合した状態を示す図であ
って、ヘッダ側電源用端子およびソケット側電源用端子が配置された部位で切断した断面
図である。
【図３３】本発明の一実施形態にかかる端子同士の接触状態を模式的に示す水平断面図で
あって、（ａ）はヘッダ側信号用端子とソケット側信号用端子との接触状態を模式的に示
す水平断面図、（ｂ）はヘッダ側電源用端子とソケット側電源用端子との接触状態を模式
的に示す水平断面図である。
【図３４】本発明の一実施形態にかかるヘッダの各端子と回路パターンとの接続状態の一
例を模式的に示す斜視図である。
【図３５】本発明の一実施形態にかかるソケットの各端子と回路パターンとの接続状態の
一例を模式的に示す斜視図である。
【図３６】本発明の一実施形態にかかるヘッダの各端子と回路パターンとの接続状態の他
の例を模式的に示す斜視図である。
【図３７】本発明の一実施形態にかかるソケットの各端子と回路パターンとの接続状態の
他の例を模式的に示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照しつつ詳細に説明する。なお、以下では、
コネクタ、ヘッダハウジングおよびソケットハウジングの長手方向をＸ方向、コネクタ、
ヘッダハウジングおよびソケットハウジングの幅方向（短手方向）をＹ方向、図２９から
図３２におけるコネクタの上下方向をＺ方向として説明する。また、ソケットおよびヘッ
ダは、図２９から図３２に示す状態における上側を上下方向上側（表面側）、下側を上下
方向下側（裏面側）として説明する。
【００１６】
　まず、図２９から図３２を参照しながら、本実施形態にかかるコネクタ１０の概要を説
明する。
【００１７】
　本実施形態にかかるコネクタ１０は、図２９から図３２に示すように、相互に嵌合する
ヘッダ２０とソケット３０とを備えている。本実施形態では、ヘッダ２０は、ヘッダ側信
号用端子２２およびヘッダ側電源用端子２３が配設されるヘッダハウジング２１を有して
いる。一方、ソケット３０は、ソケット側信号用端子３２およびソケット側電源用端子３
３が配設されるソケットハウジング３１を有している。
【００１８】
　そして、ヘッダハウジング２１とソケットハウジング３１とを嵌合させることで、ヘッ
ダ側信号用端子２２とソケット側信号用端子３２とを接触させるとともに、ヘッダ側電源
用端子２３とソケット側電源用端子３３とを接触させるようにしている。
【００１９】
　なお、ソケット２０は第２の回路基板４０に装着されるものであり、ヘッダ３０は第１
の回路基板６０に装着されるものである。
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【００２０】
　したがって、ヘッダ２０とソケット３０とを嵌合させると、ヘッダ２０を装着した第２
の回路基板４０と、ソケット３０を装着した第１の回路基板６０とが電気的に接続される
こととなる。
【００２１】
　具体的には、本実施形態にかかるヘッダ２０を第２の回路基板４０上に実装することで
、ヘッダ側信号用端子２２およびヘッダ側電源用端子２３が第２の回路基板４０上の回路
パターン４１に電気的に接続されるようにしている。この第２の回路基板４０としては、
プリント配線基板（Printed Circuit Board）やＦＰＣ（Flexible Printed Circuit）等
を用いることができる。
【００２２】
　また、本実施形態にかかるソケット３０を第１の回路基板６０上に実装することで、ソ
ケット側信号用端子３２およびソケット側電源用端子３３が第１の回路基板６０上の回路
パターン６１に電気的に接続されるようにしている。この第１の回路基板６０としても、
プリント配線基板（Printed Circuit Board）やＦＰＣ（Flexible Printed Circuit）等
を用いることができる。
【００２３】
　なお、本実施形態にかかるコネクタ１０は、スマートフォーン等の携帯端末としての電
子機器における回路基板同士を電気的に接続するために用いられることが想定されている
。ただし、本発明のコネクタは、電子機器に用いられるのであれば、いかなる部品同士の
電気的な接続に用いられてもよい。
【００２４】
　次に、図１から図１４を参照しながら、コネクタ１０で用いられるヘッダ２０の構成を
説明する。
【００２５】
　ヘッダ２０は、上述したようにヘッダハウジング２１を備えている。このヘッダハウジ
ング２１は、本実施形態では、絶縁性の合成樹脂によって平面視で全体的に矩形（長方形
）状に成形されている（図１から図６参照）。
【００２６】
　そして、ヘッダハウジング２１には、金属製のヘッダ側信号用端子２２および金属製の
ヘッダ側電源用端子２３が配設されている。ヘッダ側信号用端子２２は、信号線に電気的
に接続されて信号を伝達するために用いられる端子である。一方、ヘッダ側電源用端子２
３は、電源線に電気的に接続されて電源を供給するために用いられる端子である。
【００２７】
　本実施形態では、ヘッダハウジング２１の一方の長辺に沿って、１つのヘッダ側信号用
端子２２と２つのヘッダ側電源用端子２３が、互いに離間するように並設されている。そ
して、ヘッダハウジング２１の幅方向（短手方向）Ｙの一方側に並設された１つのヘッダ
側信号用端子２２および２つのヘッダ側電源用端子２３で、ヘッダ側端子群Ｇ１を構成し
ている。
【００２８】
　また、ヘッダハウジング２１の他方の長辺に沿っても、１つのヘッダ側信号用端子２２
と２つのヘッダ側電源用端子２３が、互いに離間するように並設されている。そして、ヘ
ッダハウジング２１の幅方向（短手方向）Ｙの他方側に並設された１つのヘッダ側信号用
端子２２および２つのヘッダ側電源用端子２３も、ヘッダ側端子群Ｇ１を構成している。
【００２９】
　このように、本実施形態では、ヘッダハウジング２１には、当該ヘッダハウジング２１
の長手方向Ｘに沿って配設されたヘッダ側信号用端子２２およびヘッダ側電源用端子２３
で構成されるヘッダ側端子群Ｇ１が２列（複数列）配置されている。
【００３０】
　また、１列のヘッダ側端子群Ｇ１には、ヘッダ側信号用端子２２の両端にヘッダ側電源



(7) JP 6388152 B2 2018.9.12

10

20

30

40

50

用端子２３がそれぞれ配置されている。言い換えると、ヘッダ側電源用端子２３がヘッダ
ハウジング２１の長手方向Ｘの両端に配設されるとともに、ヘッダ側電源用端子２３の間
にヘッダ側信号用端子２２が配設されている。このように、本実施形態では、ヘッダ側信
号用端子２２よりもヘッダハウジング２１の長手方向Ｘの外側に配設されるヘッダ側電源
用端子２３を有している。
【００３１】
　さらに、本実施形態では、ヘッダハウジング２１の長手方向Ｘの両端に、金属製のヘッ
ダ側保持金具２４が配設されている。このヘッダ側保持金具２４は、ヘッダハウジング２
１の強度を高めるとともに、ヘッダ側保持金具２４が有する固定端子２４ａを上述した第
２の回路基板４０に取付固定するために用いられるものである。
【００３２】
　次に、図４から図６を参照しながら、ヘッダハウジング２１の構成を説明する。
【００３３】
　ヘッダハウジング２１は、板状壁部２１ａと、その周縁部に沿って略矩形環状に連続的
に形成される周壁部２１ｂとで一方側（図５の下側）が開口した略箱状に形成されており
、周壁部２１ｂの内方に凹部２１ｃ（図１参照）が形成されている。そして、周壁部２１
ｂの外周側下端には、外側に向かうにつれて上方（板状壁部２１ａ側）に位置するように
傾斜したテーパ部２１ｄが形成されている。このテーパ部２１ｄは、周壁部２１ｂの長手
方向壁部２１ｅの長手方向両端および周壁部２１ｂの短手方向壁部２１ｆの幅方向Ｙ全体
に形成されている。すなわち、ヘッダハウジング２１の長手方向Ｘ両端に、短手方向壁部
２１ｆと当該短手方向壁部２１ｆの幅方向Ｙの両端に連続する長手方向壁部２１ｅの長手
方向端部とで、平面視（裏面視）で略Ｕ字状のテーパ部２１ｄがそれぞれ形成されている
。
【００３４】
　なお、隣り合うヘッダ側信号用端子２２とヘッダ側電源用端子２３との間の周壁部２１
ｂは、Ｒ状（逆Ｕ字状）に湾曲形成されている。
【００３５】
　また、短手方向壁部２１ｆの幅方向Ｙの長さが、対向する２つの長手方向壁部２１ｅ間
の距離よりも大きくなるように形成されており、ヘッダハウジング２１は、全体的に平面
視略Ｉ字状に形成されている。
【００３６】
　次に、図７から図９を参照しながら、ヘッダ側信号用端子２２の構成を説明する。
【００３７】
　ヘッダ側信号用端子２２は、金属成形により製造されており、導電体である。そして、
このヘッダ側信号用端子２２は、ヘッダハウジング２１の側面から突出する付け根部２２
ａを備えている。付け根部２２ａは、第２の回路基板４０の回路パターン４１に半田５０
によって固定される部位である。また、付け根部２２ａの上面は、図２９から分かるよう
に、ヘッダハウジング２１の上面（板状壁部２１ａの外表面）に対して略平行に延びてい
る。
【００３８】
　また、ヘッダ側信号用端子２２は、付け根部２２ａに連続する内側部２２ｂを備えてい
る。内側部２２ｂは、ヘッダハウジング２１の板状壁部２１ａと長手方向壁部２１ｅとの
接合部を曲がりながら貫通し、長手方向壁部２１ｅの内表面に沿って長手方向壁部２１ｅ
の先端部まで延びている。
【００３９】
　そして、ヘッダ側信号用端子２２の内側部２２ｂの内側表面上には、凹部２２ｃが形成
されている。本実施形態では、凹部２２ｃは、平坦状の奥面２２ｇと、奥面２２ｇの長手
方向Ｘの両側に連設された傾斜面２２ｈと、奥面２２ｇの上下方向Ｚの両側に連設された
傾斜面２２ｉとで、略四角錐台状に形成されている。この凹部２２ｃには、後述するソケ
ット側信号用端子３２の円弧状突起部３２ｋが嵌まり込む。
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【００４０】
　さらに、ヘッダ側信号用端子２２は、内側部２２ｂの一方端に連続する先端部２２ｄを
備えている。先端部２２ｄは、ヘッダハウジング２１の長手方向壁部２１ｅの先端の形状
に沿って曲がっている。
【００４１】
　ヘッダ側信号用端子２２は、先端部２２ｄに連続する被係止部２２ｅを備えている。本
実施形態では、被係止部２２ｅは、ヘッダ側信号用端子２２におけるヘッダハウジング２
１の長手方向Ｘの一端から他端にかけて形成されている。すなわち、ヘッダ側信号用端子
２２の幅方向全体に亘って、段差状の被係止部２２ｅが形成されている。
【００４２】
　この被係止部２２ｅは、図２９および図３０を対比すれば分かるように、ヘッダ側信号
用端子２２がソケット側信号用端子３２に嵌め込まれるときに、段差部としての係止部３
２ｄよりも奥へ挿入される。そのため、被係止部２２ｅは、ヘッダ側信号用端子２２がソ
ケット側信号用端子３２から引き抜かれるときに、係止部３２ｄに当接する。つまり、ヘ
ッダ側信号用端子２２の被係止部２２ｅは、ソケット側信号用端子３２の係止部３２ｄに
よって係止される。したがって、ヘッダ側信号用端子２２のソケット側信号用端子３２か
らの引き抜けが抑制されている。つまり、ヘッダ側信号用端子２２は、所定値よりも小さ
な外力をかけただけでは、ソケット側信号用端子３２から引き抜くことができない。一方
、ヘッダ側信号用端子２２は、所定値以上の大きな外力をかけると、ソケット側信号用端
子３２から引き抜かれ得る。つまり、ヘッダ側信号用端子２２の被係止部２２ｅおよびソ
ケット側信号用端子３２の係止部３２ｄは、所定値以上の外力を加えることにより、互い
の係止を解除することが可能なロック機構を構成している。
【００４３】
　被係止部２２ｅは、ヘッダ側信号用端子２２の厚さを部分的に異ならせる母材の圧延に
より製造されてもよいが、ヘッダ側信号用端子２２の母材を厚さ方向に曲げる成形により
製造されてもよい。
【００４４】
　さらに、ヘッダ側信号用端子２２は、被係止部２２ｅを介して、先端部２２ｄに連続し
、長手方向壁部２１ｅの外表面に沿って延びる外側部２２ｆを備えている。本実施形態で
は、長手方向壁部２１ｅ（周壁部２１ｂ）の外周に突設された突出壁部２１ｇによって、
ヘッダ側信号用端子２２の外側部２２ｆ先端の位置決めがなされている。
【００４５】
　このようなヘッダ側信号用端子２２は、所定厚さを持った帯状の金属材を湾曲成形する
ことにより形成することができる。
【００４６】
　また、本実施形態では、ヘッダ側信号用端子２２は、インサート成形によってヘッダハ
ウジング２１に配設されるようにしている。なお、ヘッダ側信号用端子２２をヘッダハウ
ジング２１に圧入することで、ヘッダ側信号用端子２２をヘッダハウジング２１に配設さ
せるようにしてもよい。
【００４７】
　次に、図１０から図１２を参照しながら、ヘッダ側電源用端子２３の構成を説明する。
【００４８】
　ヘッダ側電源用端子２３は、金属成形により製造されており、導電体である。そして、
このヘッダ側電源用端子２３は、ヘッダハウジング２１の側面から突出する付け根部２３
ａを備えている。付け根部２３ａは、第２の回路基板４０の回路パターン４１に半田５０
によって固定される部位である。また、付け根部２３ａの上面は、図３１から分かるよう
に、ヘッダハウジング２１の上面（板状壁部２１ａの外表面）に対して略平行に延びてい
る。
【００４９】
　また、ヘッダ側電源用端子２３は、付け根部２３ａに連続する内側部２３ｂを備えてい
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る。内側部２３ｂは、ヘッダハウジング２１の板状壁部２１ａと長手方向壁部２１ｅとの
接合部を曲がりながら貫通し、長手方向壁部２１ｅの内表面に沿って長手方向壁部２１ｅ
の先端部まで延びている。
【００５０】
　そして、ヘッダ側電源用端子２３の内側部２３ｂの内側表面上には、凹部２３ｃが形成
されている。本実施形態では、凹部２３ｃは、平坦状の奥面２３ｇと、奥面２３ｇの長手
方向Ｘの両側に連設された傾斜面２３ｈと、奥面２３ｇの上下方向Ｚの両側に連設された
傾斜面２３ｉとで、略四角錐台状に形成されている。この凹部２３ｃには、後述するソケ
ット側電源用端子３３の円弧状突起部３３ｋが嵌まり込む。
【００５１】
　さらに、ヘッダ側電源用端子２３は、内側部２３ｂの一方端に連続する先端部２３ｄを
備えている。先端部２３ｄは、ヘッダハウジング２１の長手方向壁部２１ｅの先端の形状
に沿って曲がっている。
【００５２】
　ヘッダ側電源用端子２３は、先端部２３ｄに連続する被係止部２３ｅを備えている。図
３１および図３２を対比すれば分かるように、被係止部２３ｅは、ヘッダ側電源用端子２
３がソケット側電源用端子３３に嵌め込まれるときに、段差部としての係止部３３ｄより
も奥へ挿入される。そのため、被係止部２３ｅは、ヘッダ側電源用端子２３がソケット側
電源用端子３３から引き抜かれるときに、係止部３３ｄに当接する。つまり、ヘッダ側電
源用端子２３の被係止部２３ｅは、ソケット側電源用端子３３の係止部３３ｄによって係
止される。したがって、ヘッダ側電源用端子２３のソケット側電源用端子３３からの引き
抜けが抑制されている。つまり、ヘッダ側電源用端子２３は、所定値よりも小さな外力を
かけただけでは、ソケット側電源用端子３３から引き抜くことができない。一方、ヘッダ
側電源用端子２３は、所定値以上の大きな外力をかけると、ソケット側電源用端子３３か
ら引き抜かれ得る。つまり、ヘッダ側電源用端子２３の被係止部２３ｅおよびソケット側
電源用端子３３の係止部３３ｄは、所定値以上の外力を加えることにより、互いの係止を
解除することが可能なロック機構を構成している。
【００５３】
　被係止部２３ｅは、ヘッダ側電源用端子２３の厚さを部分的に異ならせる母材の圧延に
より製造されてもよいが、ヘッダ側電源用端子２３の母材を厚さ方向に曲げる成形により
製造されてもよい。
【００５４】
　さらに、ヘッダ側電源用端子２３は、被係止部２３ｅを介して、先端部２３ｄに連続し
、長手方向壁部２１ｅの外表面に沿って延びる外側部２３ｆを備えている。さらに、本実
施形態では、長手方向壁部２１ｅ（周壁部２１ｂ）の外周に突設された突出壁部２１ｈに
よって、ヘッダ側電源用端子２３の外側部２３ｆ先端の位置決めがなされている。
【００５５】
　このように、本実施形態では、ヘッダ側信号用端子２２の側断面形状とヘッダ側電源用
端子２３の側断面形状とが略同一形状をしている（図９（ａ）および図１２（ａ）参照）
。
【００５６】
　また、上述したように、ヘッダ側信号用端子２２およびヘッダ側電源用端子２３は、ヘ
ッダハウジング２１の長手方向Ｘに沿って配設されている。そして、本実施形態では、ヘ
ッダ側電源用端子２３は、ヘッダハウジング２１の長手方向Ｘに沿った幅が、ヘッダ側信
号用端子２２の長手方向Ｘに沿った幅よりも広くなるように形成されている。
【００５７】
　すなわち、本実施形態では、ヘッダ側電源用端子２３よりもヘッダハウジング２１の長
手方向Ｘの幅が狭いヘッダ側信号用端子２２を有するようにしている。なお、本実施形態
では、全てのヘッダ側信号用端子２２が、ヘッダ側電源用端子２３よりもヘッダハウジン
グ２１の長手方向Ｘの幅が狭くなっている。
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【００５８】
　このように、ヘッダ側電源用端子２３におけるヘッダハウジング２１の長手方向Ｘに沿
った幅を広くしているため、付け根部２３ａの長手方向Ｘ中央部に、凹状に切り欠かれた
形状をした凹部２３ｊを形成している。この凹部２３ｊを形成することで、付け根部２３
ａの突出量の増加を抑制しつつ、付け根部２３ａの回路パターンに接する輪郭線の長さを
長くすることができる。また、輪郭線の形状をより複雑な形状となるようにすることがで
きる。こうすることで、凹部２３ｊを形成しない場合に較べて、幅広のヘッダ側電源用端
子２３を第２の回路基板４０の回路パターン４１に半田５０によって固定する際の、付け
根部２３ａと回路パターン４１との半田５０による固定強度が高くなる。
【００５９】
　また、ヘッダ側電源用端子２３の内側部２３ｂの内側表面上には、長手方向Ｘに沿って
、２つの凹部２３ｃが形成されており、後述するソケット側電源用端子３３の２つの円弧
状突起部３３ｋがそれぞれ嵌まり込むようになっている。
【００６０】
　さらに、本実施形態では、被係止部２３ｅが、ヘッダ側電源用端子２３におけるヘッダ
ハウジング２１の長手方向Ｘの一端から他端にかけて形成されている。すなわち、幅広の
ヘッダ側電源用端子２３の幅方向全体に亘って、段差状の被係止部２３ｅを形成している
。こうすることで、ヘッダ側電源用端子２３の被係止部２３ｅおよびソケット側電源用端
子３３の係止部３３ｄによるロック力を向上させることができる。また、ヘッダ２０およ
びソケット３０の挿抜を繰り返した際にも、被係止部２３ｅが摩耗しにくくなるため、製
品の長寿命化を図ることが可能となる。
【００６１】
　このようなヘッダ側電源用端子２３は、所定厚さを持った帯状の金属材を湾曲成形する
ことにより形成することができる。
【００６２】
　また、本実施形態では、ヘッダ側電源用端子２３は、インサート成形によってヘッダハ
ウジング２１に配設されるようにしている。なお、ヘッダ側電源用端子２３をヘッダハウ
ジング２１に圧入することで、ヘッダ側電源用端子２３をヘッダハウジング２１に配設さ
せるようにしてもよい。
【００６３】
　次に、図１３および図１４を参照しながら、ヘッダ側保持金具２４の構成を説明する。
【００６４】
　ヘッダ側保持金具２４は、ヘッダ側信号用端子２２やヘッダ側電源用端子２３と同様に
金属成形により製造されている。
【００６５】
　ヘッダ側保持金具２４は、ヘッダハウジング２１の側面から突出する固定端子２４ａを
備えている。固定端子２４ａは、第２の回路基板４０の回路パターン４１に半田５０によ
って固定される部位である。また、固定端子２４ａの上面も、ヘッダハウジング２１の上
面（板状壁部２１ａの外表面）に対して略平行に延びている。
【００６６】
　また、ヘッダ側保持金具２４は、固定端子２４ａに連続する内側部２４ｂを備えている
。この内側部２４ｂには、長手方向Ｘの一方側に開口した切り欠き２４ｃが形成されてい
る。このような切り欠き２４ｃを内側部２４ｂに形成することで、ヘッダハウジング２１
とヘッダ側保持金具２４とをより密着させることができるようになり、ヘッダハウジング
２１の強度をより高めることができる。
【００６７】
　また、本実施形態では、ヘッダ側保持金具２４は、インサート成形によってヘッダハウ
ジング２１に配設されるようにしている。なお、ヘッダ側保持金具２４をヘッダハウジン
グ２１に圧入することで、ヘッダ側保持金具２４をヘッダハウジング２１に配設させるよ
うにしてもよい。
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【００６８】
　次に、図１５から図２８を用いてコネクタ１０で用いられるソケット３０の構成を説明
する。
【００６９】
　ソケット３０は、上述したようにソケットハウジング３１を備えている。このソケット
ハウジング３１は、本実施形態では、絶縁性の合成樹脂によって平面視で全体的に矩形（
長方形）状に成形されている（図１５から図２０参照）。
【００７０】
　そして、ソケットハウジング３１には、金属製のソケット側信号用端子３２および金属
製のソケット側電源用端子３３が配設されている。ソケット側信号用端子３２は、信号線
に電気的に接続されて信号を伝達するために用いられる端子である。一方、ソケット側電
源用端子３３は、電源線に電気的に接続されて電源を供給するために用いられる端子であ
る。
【００７１】
　本実施形態では、ソケットハウジング３１の一方の長辺に沿って、１つのソケット側信
号用端子３２と２つのソケット側電源用端子３３が、互いに離間するように並設されてい
る。そして、ソケットハウジング３１の幅方向（短手方向）Ｙの一方側に並設された１つ
のソケット側信号用端子３２および２つのソケット側電源用端子３３で、ソケット側端子
群Ｇ２を構成している。
【００７２】
　また、ソケットハウジング３１の他方の長辺に沿っても、１つのソケット側信号用端子
３２と２つのソケット側電源用端子３３が、互いに離間するように並設されている。そし
て、ソケットハウジング３１の幅方向（短手方向）Ｙの他方側に並設された１つのソケッ
ト側信号用端子３２および２つのソケット側電源用端子３３も、ソケット側端子群Ｇ２を
構成している。
【００７３】
　このように、本実施形態では、ソケットハウジング３１には、当該ソケットハウジング
３１の長手方向Ｘに沿って配設されたソケット側信号用端子３２およびソケット側電源用
端子３３で構成されるソケット側端子群Ｇ２が２列（複数列）配置されている。
【００７４】
　また、１列のソケット側端子群Ｇ２には、ソケット側信号用端子３２の両端にソケット
側電源用端子３３がそれぞれ配置されている。言い換えると、ソケット側電源用端子３３
がソケットハウジング３１の長手方向Ｘの両端に配設されるとともに、ソケット側電源用
端子３３の間にソケット側信号用端子３２が配設されている。このように、本実施形態で
は、ソケット側信号用端子３２よりもソケットハウジング３１の長手方向Ｘの外側に配設
されるソケット側電源用端子３３を有している。
【００７５】
　なお、ソケット側信号用端子３２およびソケット側電源用端子３３は、ヘッダ２０とソ
ケット３０とを嵌合させた際に、対応するヘッダ側信号用端子２２およびヘッダ側電源用
端子２３にそれぞれ接触するように、ソケットハウジング３１に配設されている。
【００７６】
　さらに、本実施形態では、ソケットハウジング３１の長手方向Ｘの両端に、金属製のソ
ケット側保持金具３４が配設されている。このソケット側保持金具３４は、ソケットハウ
ジング３１の強度を高めるとともに、ソケット側保持金具３４が有する固定端子３４ｄを
上述した第１の回路基板６０に取付固定するために用いられるものである。
【００７７】
　次に、図１８から図２０を参照しながら、ソケットハウジング３１の構成を説明する。
【００７８】
　ソケットハウジング３１は、板状壁部３１ａと、その周縁部に沿って略矩形環状に連続
的に形成される周壁部３１ｂとで一方側（図１５の上側）が開口した略箱状に形成されて
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いる。さらに、本実施形態では、板状壁部３１ａの中央部に、周壁部３１ｂから所定間隔
をあけて略矩形状の島部３１ｃが形成されている。そして、これら周壁部３１ｂと島部３
１ｃとの間にヘッダ２０の周壁部２１ｂを嵌合するための略枠状の嵌合溝部３１ｄが形成
されている。なお、島部３１ｃは、凹部２１ｃに嵌合される。
【００７９】
　また、嵌合溝部３１ｄには、短手方向壁部２１ｆおよび長手方向壁部２１ｅが嵌合され
るため、嵌合溝部３１ｄは、長手方向Ｙの両端部が幅広となるように形成されている。
【００８０】
　さらに、本実施形態では、周壁部３１ｄの内周側上端に、内側に向かうにつれて下方（
板状壁部３１ａ側）に位置するように傾斜したテーパ部３１ｅが形成されている。このテ
ーパ部３１ｅは、周壁部３１ｂの長手方向壁部３１ｈの長手方向両端および周壁部３１ｂ
の短手方向壁部３１ｉに形成されている。また、隣り合うソケット側信号用端子３２とソ
ケット側電源用端子３３との間の周壁部３１ｂにもテーパ部３１ｅが形成されている。こ
のように、本実施形態では、周壁部３１ｂのほぼ全周にわたってテーパ部３１ｅが形成さ
れている。
【００８１】
　また、本実施形態では、ソケットハウジング３１には、ソケット側信号用端子３２が収
容されるソケット側信号用端子収容部３１ｆが板状壁部３１ａを貫通するように形成され
ている（図１８から図２０参照）。また、ソケットハウジング３１には、ソケット側電源
用端子３３が収容されるソケット側電源用端子収容部３１ｇが板状壁部３１ａを貫通する
ように形成されている。
【００８２】
　ソケット側信号用端子収容部３１ｆは、長手方向壁部３１ｈにソケット側信号用端子収
容凹部３１ｊを嵌合溝部３１ｄと連通するように形成するとともに、島部３１ｃにソケッ
ト側信号用端子収容凹部３１ｍを嵌合溝部３１ｄと連通するように形成することで、形成
されている。
【００８３】
　また、ソケット側電源用端子収容部３１ｇは、長手方向壁部３１ｈにソケット側電源用
端子収容凹部３１ｋを嵌合溝部３１ｄと連通するように形成するとともに、島部３１ｃに
ソケット側電源用端子収容凹部３１ｎを嵌合溝部３１ｄと連通するように形成することで
、形成されている。
【００８４】
　そして、ソケット側信号用端子３２およびソケット側電源用端子３３は、ソケットハウ
ジング３１の裏面側からソケット側信号用端子収容部３１ｆおよびソケット側電源用端子
収容部３１ｇにそれぞれ圧入される。
【００８５】
　次に、図２１から図２３を参照しながら、ソケット側信号用端子３２の構成を説明する
。
【００８６】
　ソケット側信号用端子３２は、金属成形により製造されており、導電体である。そして
、このソケット側信号用端子３２は、ソケットハウジング２１の側面から突出する付け根
部３２ａを備えている。付け根部３２ａは、第１の回路基板６０の回路パターン６１に半
田７０によって固定される部位である。また、付け根部３２ａの下面は、第１の回路基板
６０の主表面Ｍに沿って延び、ソケットハウジング３１の底面（板状壁部３１ａの裏面）
と同一平面内に位置付けられている。
【００８７】
　ソケット側信号用端子３２は、付け根部３２ａから立上がり、第１の回路基板６０から
離れるように延びる立上り部３２ｂを備えている。立上り部３２ｂは、付け根部３２ａか
ら曲がってソケット側信号用端子収容凹部３１ｊ内に入り、長手方向壁部３１ｈの内表面
に沿って延びている。
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【００８８】
　ソケット側信号用端子３２は、立上り部３２ｂの上端にその一方端が連続する反転Ｕ字
状部３２ｃを備えている。反転Ｕ字状部３２ｃは、文字「Ｕ」が上下逆さまに配置された
形状を有している。なお、反転Ｕ字状部３２ｃは、先端面３２ｎと、当該先端面３２ｎの
長手方向Ｘ両側に連設される傾斜面３２ｐとを有しており、水平断面視で略台形状に突出
する突状に形成されている（図２３（ｂ）参照）。
【００８９】
　ソケット側信号用端子３２は、反転Ｕ字状部３２ｃの他方端に連続する係止部３２ｄを
備えている。本実施形態では、係止部３２ｄは、ソケット側信号用端子３２におけるソケ
ットハウジング３１の長手方向Ｘの一端から他端にかけて形成されている。すなわち、ソ
ケット側信号用端子３２の幅方向全体に亘って、段差状の係止部３２ｄが形成されている
。
【００９０】
　この係止部３２ｄは、上述したように、ヘッダ側信号用端子２２がソケット側信号用端
子３２から引き抜かれるときに、被係止部２２ｅの移動を抑制する部分として機能する。
つまり、ソケット側信号用端子３２の係止部３２ｄは、ヘッダ側信号用端子２２の被係止
部２２ｅに当接し、被係止部２２ｅを係止し得る。ソケット側信号用端子３２の係止部３
２ｄおよびヘッダ側信号用端子２２の被係止部２２ｅは、所定値以上の外力を加えること
により、係止を解除することが可能なロック機構を構成している。
【００９１】
　係止部３２ｄは、ソケット側信号用端子３２の厚さを部分的に異ならせる母材の圧延に
より製造されてもよいが、ソケット側信号用端子３２の母材を厚さ方向に曲げる成形によ
り製造されてもよい。
【００９２】
　また、ソケット側信号用端子３２は、係止部３２ｄに連続し、立上り部３２ｂにほぼ平
行に延びる立下り部３２ｅを有している。
【００９３】
　そして、ソケット側信号用端子３２は、立下り部３２ｅの下端に連続する第１の円弧状
部３２ｆを備えている。
【００９４】
　ソケット側信号用端子３２は、図２９および図３０に示すように、第１の円弧状部３２
ｆに連続する対向部３２ｚを備えている。対向部３２ｚは、次に説明する平坦部３２ｇ、
第１の斜め部３２ｈ、第２の円弧状部３２ｉ、第２の斜め部３２ｊ、円弧状突起部３２ｋ
、および先端部３２ｍを含んでいる。対向部３２ｚは、具体的には次のようなものである
。
【００９５】
　対向部３２ｚは、傾斜部３２ｆの下端に連続する平坦部３２ｇを備えている。平坦部３
２ｇは、図２９に示すように、立下り部３２ｅから離れるように、第１の回路基板６０の
主表面Ｍに沿って延びている。ただし、平坦部３２ｇは、主表面Ｍに平行である必要はな
い。平坦部３２ｇは、後述するばね部のばね長を大きくするために設けられている。
【００９６】
　対向部３２ｚは、図２９に示すように、平坦部３２ｇに連続し、第１の回路基板６０の
主表面Ｍに対して斜め方向に延びる第１の斜め部３２ｈを備えている。第１の斜め部３２
ｈは、第１の回路基板６０から離れるにしたがって、立下り部３２ｅから離れるように延
びている。第１の斜め部３２ｈは第２の円弧状部３２ｉに連続している。第２の円弧状部
３２ｉは、立下り部３２ｅから離れるように突出する湾曲部である。第２の円弧状部３２
ｉは、第１の回路基板６０の主表面Ｍに対して斜め方向に延びる第２の斜め部３２ｊに連
続している。第２の斜め部３２ｊは、第１の回路基板６０から離れるにしたがって、立下
り部３２ｅに近づくように延びている。したがって、第２の斜め部３２ｊは、第１の斜め
部３２ｈの上方に位置付けられている。
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【００９７】
　対向部３２ｚは、図２９に示すように、第２の斜め部３２ｊの上端に、その一方端が連
続する円弧状突起部３２ｋを備えている。円弧状突起部３２ｋは、先端面３２ｒと、当該
先端面３２ｒの長手方向Ｘ両側に連設される傾斜面３２ｓとを有しており、水平断面視で
略台形状に突出する突状に形成されている（図２６（ｂ）参照）。
【００９８】
　この円弧状突起部３２ｋは、図２９に示すように、ヘッダ側信号用端子２２の凹部２２
ｃに嵌まり込む。円弧状突起部３２ｋの他方端は先端部３２ｍに連続している。先端部３
２ｍは、第２の斜め部３２ｊにほぼ平行に延びている。図２９および図３０から分かるよ
うに、対向部３２ｚ（３２ｇ，３２ｈ，３２ｉ，３２ｊ，３２ｋ，３２ｍ）は、傾斜部３
２ｆの下端に連続し、全体として立下り部３２ｅに対向している。
【００９９】
　本実施形態においては、ヘッダ２０とソケット３０とが嵌合する時には、図３０に示す
ように、ヘッダ側信号用端子２２は、反転Ｕ字状部３２ｃと円弧状突起部３２ｋとの間に
挿入される。このとき、立下り部３２ｅ、傾斜部３２ｆ、平坦部３２ｇ、第１の斜め部３
２ｈ、円弧状部３２ｉ、第２の斜め部３２ｊ、円弧状突起部３２ｋ、および先端部３２ｍ
は、一体となって、ばね部として機能する。ばね部（３２ｅ，３２ｆ，３２ｇ，３２ｈ，
３２ｉ，３２ｊ，３２ｋ，３２ｍ）は、ヘッダ側信号用端子２２の凸部がソケット側信号
用端子３２の凹部に挿入されると、弾性変形する。それにより、立下り部３２ｅおよび反
転Ｕ字状部３２ｃとの２つの部分と円弧状突起部３２ｋとの間の距離が大きくなる。この
とき、ヘッダ側信号用端子２２の被係止部２２ｅが、ソケット側信号用端子３２の係止部
３２ｄよりも下方に挿入される。それにより、ソケット側信号用端子３２の円弧状突起部
３２ｋがヘッダ側信号用端子２２の凹部２２ｃに嵌まり込む。
【０１００】
　ヘッダ側信号用端子２２がソケット側信号用端子３２に嵌合した状態では、弾性変形し
たばね部に復元力が生じる。この復元力により、円弧状突起部３２ｋは、ヘッダ側信号用
端子２２を立下り部３２ｅおよび反転Ｕ字状部３２ｃのそれぞれに対して押し付ける。そ
れにより、ヘッダ側信号用端子２２は、ソケット側信号用端子３２に挟持される。このと
き、ヘッダ側信号用端子２２は、ソケット側信号用端子３２の反転Ｕ字状部３２ｃ、立下
り部３２ｅ、および円弧状突起部３２ｋのそれぞれに接触する。
【０１０１】
　具体的には、図２９から図３３に示すように、ヘッダ側信号用端子２２の先端部２２ｄ
が、ソケット側信号用端子３２の立下り部３２ｅに接触する。すなわち、ソケット側信号
用端子３２の接点部Ｒ１およびヘッダ側信号用端子２２の接点部Ｒ１が互いに接触するこ
ととなる。
【０１０２】
　また、ヘッダ側信号用端子２２の凹部２２ｃは、ソケット側信号用端子３２の円弧状突
起部３２ｋに接触する。すなわち、ソケット側信号用端子３２の接点部Ｒ２およびヘッダ
側信号用端子２２の接点部Ｒ２が互いに接触することとなる。
【０１０３】
　このように、ヘッダ側信号用端子２２とソケット側信号用端子３２は、幅方向Ｙに離間
した複数の接点（接点部Ｒ１および接点部Ｒ２）で接触する。そのため、ヘッダ側信号用
端子２２とソケット側信号用端子３２との電気的接続の信頼性が高い。
【０１０４】
　さらに、本実施形態では、互いに接触するソケット側信号用端子３２の接点部Ｒ２およ
びヘッダ側信号用端子２２の接点部Ｒ２のうちいずれか一方の接点部であるヘッダ側信号
用端子２２の接点部Ｒ２に、凹部２２ｃが形成されている。そして、他方の接点部である
ソケット側信号用端子３２の接点部Ｒ２が、凹部２２ｃにおけるソケットハウジング３１
の長手方向Ｘ両端部で接触するようにしている。
【０１０５】
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　具体的には、図３３（ａ）に示すように、ソケット側信号用端子３２の円弧状突起部３
２ｋが凹部２２ｃに嵌まり込む際に、円弧状突起部３２ｋの先端面３２ｒと傾斜面３２ｓ
との境界部分が傾斜面２２ｈにそれぞれ接触している。このように、本実施形態では、ソ
ケット側信号用端子３２の接点部Ｒ２が、ヘッダ側信号用端子２２の接点部Ｒ２に２点（
接点Ｃ１および接点Ｃ２）で接触するようにしている。
【０１０６】
　なお、ばね部の弾性変形に起因して、接点部Ｒ１、接点部Ｒ２以外に、平坦部３２ｇと
第１の斜め部３２ｈとの境界部が第１の回路基板６０に接点部Ｒ５で接触する場合もある
。
【０１０７】
　このように、本実施形態のヘッダ側信号用端子２２とソケット側信号用端子３２とは、
幅方向Ｙに離間した複数の接点で接している。しかしながら、本発明のヘッダ側信号用端
子とソケット側信号用端子とは、たとえば、ヘッダ側信号用端子の内側面とソケット側信
号用端子の対向部との１接点のみで接触するものであってもよい。
【０１０８】
　なお、ばね部（３２ｅ，３２ｆ，３２ｇ，３２ｈ，３２ｉ，３２ｊ，３２ｋ，３２ｍ）
は、Ｕ字状部（３２ｅ，３２ｆ，３２ｇ，３２ｈ，３２ｉ，３２ｊ）と、当該Ｕ字状部（
３２ｅ，３２ｆ，３２ｇ，３２ｈ，３２ｉ，３２ｊ）の一端（３２ｊ側）に連設された自
由端部（３２ｋ，３２ｍ）とで構成されている。そして、自由端部（３２ｋ，３２ｍ）の
円弧状突起部３２ｋに、ソケット側信号用端子３２の接点部Ｒ２が設けられている。
【０１０９】
　このように、ソケット側信号用端子３２は、Ｕ字状部（３２ｅ，３２ｆ，３２ｇ，３２
ｈ，３２ｉ，３２ｊ）を有しており、当該Ｕ字状部（３２ｅ，３２ｆ，３２ｇ，３２ｈ，
３２ｉ，３２ｊ）の一端（３２ｊ側）には、接点部Ｒ２が設けられる自由端部（３２ｋ，
３２ｍ）が連設されている。
【０１１０】
　このようなソケット側信号用端子３２は、所定厚さを持った帯状の金属材を湾曲成形す
ることにより形成することができる。
【０１１１】
　また、ソケット側信号用端子３２は、ソケット３０を組み立てる際に、ソケットハウジ
ング３１の裏面側（図１５の下側）からソケット側信号用端子収容部３１ｆに挿入（圧入
）することで、ソケットハウジング３１に装着されている。
【０１１２】
　なお、ソケット側信号用端子３２をソケットハウジング３１にインサート成形する等し
て、ソケット側信号用端子３２をソケットハウジング３１に装着するようにしてもよい。
【０１１３】
　次に、図２４から図２６を参照しながら、ソケット側電源用端子３３の構成を説明する
。
【０１１４】
　ソケット側電源用端子３３は、金属成形により製造されており、導電体である。そして
、このソケット側電源用端子３３は、ソケットハウジング２１の側面から突出する付け根
部３３ａを備えている。付け根部３３ａは、第１の回路基板６０の回路パターン６１に半
田７０によって固定される部位である。また、付け根部３３ａの下面は、第１の回路基板
６０の主表面Ｍに沿って延び、ソケットハウジング３１の底面（板状壁部３１ａの裏面）
と同一平面内に位置付けられている。
【０１１５】
　ソケット側電源用端子３３は、付け根部３３ａから立上がり、第１の回路基板６０から
離れるように延びる立上り部３３ｂを備えている。立上り部３３ｂは、付け根部３３ａか
ら曲がってソケット側電源用端子収容凹部３１ｋ内に入り、長手方向壁部３１ｈの内表面
に沿って延びている。
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【０１１６】
　ソケット側電源用端子３３は、立上り部３３ｂの上端にその一方端が連続する反転Ｕ字
状部３３ｃを備えている。反転Ｕ字状部３３ｃは、文字「Ｕ」が上下逆さまに配置された
形状を有している。なお、反転Ｕ字状部３３ｃは、先端面３３ｒと、当該先端面３３ｒの
長手方向Ｘ両側に連設される傾斜面３３ｓとを有しており、水平断面視で略台形状に突出
する突状に形成されている（図２６（ｂ）参照）。
【０１１７】
　ソケット側電源用端子３３は、反転Ｕ字状部３３ｃの他方端に連続する係止部３３ｄを
備えている。この係止部３３ｄは、上述したように、ヘッダ側電源用端子３２がソケット
側電源用端子３３から引き抜かれるときに、被係止部２３ｅの移動を抑制する部分として
機能する。つまり、ソケット側電源用端子３３の係止部３３ｄは、ヘッダ側電源用端子２
３の被係止部２３ｅに当接し、被係止部２３ｅを係止し得る。ソケット側電源用端子３３
の係止部３３ｄおよびヘッダ側電源用端子２３の被係止部２３ｅは、所定値以上の外力を
加えることにより、係止を解除することが可能なロック機構を構成している。
【０１１８】
　係止部３３ｄは、ソケット側電源用端子３３の厚さを部分的に異ならせる母材の圧延に
より製造されてもよいが、ソケット側電源用端子３３の母材を厚さ方向に曲げる成形によ
り製造されてもよい。
【０１１９】
　また、ソケット側電源用端子３３は、係止部３３ｄに連続し、立上り部３３ｂにほぼ平
行に延びる立下り部３３ｅを有している。
【０１２０】
　そして、ソケット側電源用端子３３は、立下り部３３ｅの下端に連続する第１の円弧状
部３３ｆを備えている。
【０１２１】
　ソケット側電源用端子３３は、図３１および図３２に示すように、第１の円弧状部３３
ｆに連続する対向部３３ｚを備えている。対向部３３ｚは、次に説明する平坦部３３ｇ、
第１の斜め部３３ｈ、第２の円弧状部３３ｉ、第２の斜め部３３ｊ、円弧状突起部３３ｋ
、および先端部３３ｍを含んでいる。対向部３３ｚは、具体的には次のようなものである
。
【０１２２】
　対向部３３ｚは、傾斜部３３ｆの下端に連続する平坦部３３ｇを備えている。平坦部３
３ｇは、図３１に示すように、立下り部３３ｅから離れるように、第１の回路基板６０の
主表面Ｍに沿って延びている。ただし、平坦部３３ｇは、主表面Ｍに平行である必要はな
い。平坦部３３ｇは、後述するばね部のばね長を大きくするために設けられている。
【０１２３】
　対向部３３ｚは、図３１に示すように、平坦部３３ｇに連続し、第１の回路基板６０の
主表面Ｍに対して斜め方向に延びる第１の斜め部３３ｈを備えている。第１の斜め部３３
ｈは、第１の回路基板６０から離れるにしたがって、立下り部３３ｅから離れるように延
びている。第１の斜め部３３ｈは第２の円弧状部３３ｉに連続している。第２の円弧状部
３３ｉは、立下り部３３ｅから離れるように突出する湾曲部である。第２の円弧状部３３
ｉは、第１の回路基板６０の主表面Ｍに対して斜め方向に延びる第２の斜め部３３ｊに連
続している。第２の斜め部３３ｊは、第１の回路基板６０から離れるにしたがって、立下
り部３３ｅに近づくように延びている。したがって、第２の斜め部３３ｊは、第１の斜め
部３３ｈの上方に位置付けられている。
【０１２４】
　対向部３３ｚは、図３１に示すように、第２の斜め部３３ｊの上端に、その一方端が連
続する円弧状突起部３３ｋを備えている。円弧状突起部３３ｋは、先端面３３ｖと、当該
先端面３３ｖの長手方向Ｘ両側に連設される傾斜面３３ｗとを有しており、水平断面視で
略台形状に突出する突状に形成されている（図２６（ｂ）参照）。
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【０１２５】
　この円弧状突起部３３ｋは、図３１に示すように、ヘッダ側電源用端子２３の凹部２３
ｃに嵌まり込む。円弧状突起部３３ｋの他方端は先端部３３ｍに連続している。先端部３
３ｍは、第２の斜め部３３ｊにほぼ平行に延びている。図３１および図３２から分かるよ
うに、対向部３３ｚ（３３ｇ，３３ｈ，３３ｉ，３３ｊ，３３ｋ，３３ｍ）は、傾斜部３
３ｆの下端に連続し、全体として立下り部３３ｅに対向している。
【０１２６】
　本実施形態においては、ヘッダ２０とソケット３０とが嵌合する時には、図３２に示す
ように、ヘッダ側電源用端子２３は、反転Ｕ字状部３３ｃと円弧状突起部３３ｋとの間に
挿入される。このとき、立下り部３３ｅ、傾斜部３３ｆ、平坦部３３ｇ、第１の斜め部３
３ｈ、円弧状部３３ｉ、第２の斜め部３３ｊ、円弧状突起部３３ｋ、および先端部３３ｍ
は、一体となって、ばね部として機能する。ばね部（３３ｅ，３３ｆ，３３ｇ，３３ｈ，
３３ｉ，３３ｊ，３３ｋ，３３ｍ）は、ヘッダ側電源用端子２３の凸部がソケット側電源
用端子３３の凹部に挿入されると、弾性変形する。それにより、立下り部３３ｅおよび反
転Ｕ字状部３３ｃとの２つの部分と円弧状突起部３３ｋとの間の距離が大きくなる。この
とき、ヘッダ側電源用端子２３の被係止部２３ｅが、ソケット側電源用端子３３の係止部
３３ｄよりも下方に挿入される。それにより、ソケット側電源用端子３３の円弧状突起部
３３ｋがヘッダ側電源用端子２３の凹部２３ｃに嵌まり込む。
【０１２７】
　ヘッダ側電源用端子２３がソケット側電源用端子３３に嵌合した状態では、弾性変形し
たばね部に復元力が生じる。この復元力により、円弧状突起部３３ｋは、ヘッダ側電源用
端子２３を立下り部３３ｅおよび反転Ｕ字状部３３ｃのそれぞれに対して押し付ける。そ
れにより、ヘッダ側電源用端子２３は、ソケット側電源用端子３３に挟持される。このと
き、ヘッダ側電源用端子２３は、ソケット側電源用端子３３の反転Ｕ字状部３３ｃ、立下
り部３３ｅ、および円弧状突起部３３ｋのそれぞれに接触する。
【０１２８】
　具体的には、図３１から図３３に示すように、ヘッダ側電源用端子２３の先端部２３ｄ
が、ソケット側電源用端子３３の立下り部３３ｅに接触する。すなわち、ソケット側電源
用端子３３の接点部Ｒ３およびヘッダ側電源用端子２３の接点部Ｒ３が互いに接触するこ
ととなる。
【０１２９】
　また、ヘッダ側電源用端子２３の凹部２３ｃは、ソケット側電源用端子３３の円弧状突
起部３３ｋに接触する。すなわち、ソケット側電源用端子３３の接点部Ｒ４およびヘッダ
側電源用端子２３の接点部Ｒ４が互いに接触することとなる。
【０１３０】
　このように、ヘッダ側電源用端子２３とソケット側電源用端子３３は、幅方向Ｙに離間
した複数の接点（接点部Ｒ３および接点部Ｒ４）で接触する。そのため、ヘッダ側電源用
端子２３とソケット側電源用端子３３との電気的接続の信頼性が高い。
【０１３１】
　このように、本実施形態では、ソケット側信号用端子３２の側断面形状とソケット側電
源用端子３３の側断面形状とが略同一形状をしている（図２３（ａ）および図２６（ａ）
参照）。
【０１３２】
　また、上述したように、ソケット側信号用端子３２およびソケット側電源用端子３３は
、ソケットハウジング３１の長手方向Ｘに沿って配設されている。そして、本実施形態で
は、ソケット側電源用端子３３は、ソケットハウジング３１の長手方向Ｘに沿った幅が、
ソケット側信号用端子３２の長手方向Ｘに沿った幅よりも広くなるように形成されている
。
【０１３３】
　すなわち、本実施形態では、ソケット側電源用端子３３よりもソケットハウジング３１



(18) JP 6388152 B2 2018.9.12

10

20

30

40

50

の長手方向Ｘの幅が狭いソケット側信号用端子３２を有するようにしている。なお、本実
施形態では、全てのソケット側信号用端子３２が、ソケット側電源用端子３３よりもソケ
ットハウジング３１の長手方向Ｘの幅が狭くなっている。
【０１３４】
　このように、ソケット側電源用端子３３におけるソケットハウジング３１の長手方向Ｘ
に沿った幅を広くしているため、付け根部３３ａの長手方向Ｘ中央部に、凹状に切り欠か
れた形状をした凹部３３ｎを形成している。この凹部３３ｎを形成することで、付け根部
３３ａの突出量の増加を抑制しつつ、付け根部３３ａの回路パターンに接する輪郭線の長
さを長くすることができる。また、輪郭線の形状をより複雑な形状となるようにすること
ができる。こうすることで、凹部３３ｎを形成しない場合に較べて、幅広のソケット側電
源用端子３３を第１の回路基板６０の回路パターン６１に半田７０によって固定する際の
、付け根部３３ａと回路パターン６１との半田７０による固定強度が高くなる。
【０１３５】
　また、立上り部３３ｂから反転Ｕ字状部３３ｃにかけての長手方向Ｘの中央部には、穴
３３ｐが形成されている。そして、ソケット側電源用端子３３をソケット側電源用端子収
容部３１ｇに挿入（圧入）した際には、ソケット側電源用端子収容凹部３１ｋに形成され
た突起部３１ｐが穴３３ｐに挿入されて、ソケット側電源用端子３３がソケットハウジン
グ３１に支持されるようにしている。
【０１３６】
　さらに、本実施形態では、係止部３３ｄが、ソケット側電源用端子３３におけるソケッ
トハウジング３１の長手方向Ｘの一端から他端にかけて形成されている。すなわち、幅広
のソケット側電源用端子３３の幅方向全体に亘って、段差状の係止部３３ｄを形成してい
る。こうすることで、ヘッダ側電源用端子２３の被係止部２３ｅおよびソケット側電源用
端子３３の係止部３３ｄによるロック力を向上させることができる。また、ヘッダ２０お
よびソケット３０の挿抜を繰り返した際にも、係止部３３ｄが摩耗しにくくなるため、製
品の長寿命化を図ることが可能となる。
【０１３７】
　さらに、本実施形態では、ばね部（３３ｅ，３３ｆ，３３ｇ，３３ｈ，３３ｉ，３３ｊ
，３３ｋ，３３ｍ）は、Ｕ字状部（３３ｅ，３３ｆ，３３ｇ，３３ｈ，３３ｉ，３３ｊ）
と、当該Ｕ字状部（３３ｅ，３３ｆ，３３ｇ，３３ｈ，３３ｉ，３３ｊ）の一端（３３ｊ
側）に連設された自由端部（３３ｋ，３３ｍ）とで構成されている。そして、自由端部（
３３ｋ，３３ｍ）の円弧状突起部３３ｋに、ソケット側信号用端子３３の接点部Ｒ４が設
けられている。
【０１３８】
　このように、ソケット側電源用端子３３は、Ｕ字状部（３３ｅ，３３ｆ，３３ｇ，３３
ｈ，３３ｉ，３３ｊ）を有しており、当該Ｕ字状部（３３ｅ，３３ｆ，３３ｇ，３３ｈ，
３３ｉ，３３ｊ）の一端（３３ｊ側）には、接点部Ｒ４が設けられる自由端部（３３ｋ，
３３ｍ）が連設されている。
【０１３９】
　そして、複数の片部３５，３６が、少なくとも自由端部（３３ｋ，３３ｍ）に形成され
ている。
【０１４０】
　本実施形態では、ばね部（３３ｅ，３３ｆ，３３ｇ，３３ｈ，３３ｉ，３３ｊ，３３ｋ
，３３ｍ）の一部に、帯状に切り欠かれた形状をした溝部３３ｔを形成することで、２つ
（複数）の片部３５，３６を設けている。
【０１４１】
　この２つ（複数）の片部３５，３６は、可撓性を有しており、それぞれ独立して撓むこ
とが可能である。
【０１４２】
　そして、２つの片部３５，３６のそれぞれに接点部Ｒ４が設けられている。
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【０１４３】
　このように、本実施形態では、ソケット側電源用端子３３およびヘッダ側電源用端子２
３には、互いに接触する接点部Ｒ４が複数設けられている。具体的には、ソケットハウジ
ング３１の長手方向Ｘに沿って２カ所に接点部Ｒ４が設けられている。
【０１４４】
　なお、本実施形態では、溝部３３ｔの奥部３３ｕは、立下り部３３ｅの途中に位置して
いる。すなわち、溝部３３ｔの奥部３３ｕは、係止部３３ｄよりも自由端部（３３ｋ，３
３ｍ）側に位置している。
【０１４５】
　こうすることで、係止部３３ｄによるロック力を低減させることなく、自由端部（３３
ｋ，３３ｍ）にばね性を持たせることができるようになる。
【０１４６】
　また、ソケット側電源用端子収容凹部３１ｎには、仕切り壁３１ｒが形成されている。
そして、ソケット側電源用端子３３をソケット側電源用端子収容部３１ｇに挿入（圧入）
した際には、溝部３３ｔに仕切り壁３１ｒが挿入されて、２つ（複数）の片部３５，３６
が互いに干渉してしまうのを抑制されるようになっている。
【０１４７】
　さらに、本実施形態では、互いに接触するソケット側電源用端子３３の接点部Ｒ４およ
びヘッダ側電源用端子２３の接点部Ｒ４のうちいずれか一方の接点部であるヘッダ側電源
用端子２３の接点部Ｒ４に、凹部２３ｃが形成されている。そして、他方の接点部である
ソケット側電源用端子３３の接点部Ｒ４が、凹部２３ｃにおけるソケットハウジング３１
の長手方向Ｘ両端部で接触するようにしている。
【０１４８】
　具体的には、図３３（ｂ）に示すように、ソケット側電源用端子３３の円弧状突起部３
３ｋが凹部２３ｃに嵌まり込む際に、円弧状突起部３３ｋの先端面３３ｖと傾斜面３３ｗ
との境界部分が傾斜面２３ｈにそれぞれ接触している。このように、本実施形態では、ソ
ケット側電源用端子３３の接点部Ｒ４が、ヘッダ側電源用端子２３の接点部Ｒ４に２点（
接点Ｃ１および接点Ｃ２）で接触するようにしている。
【０１４９】
　本実施形態では、長手方向Ｘに沿って離間するように形成された２カ所の接点部Ｒ４の
いずれもが、２点（接点Ｃ１および接点Ｃ２）で接触するようになっている。
【０１５０】
　なお、ばね部の弾性変形に起因して、接点部Ｒ３、接点部Ｒ４以外に、平坦部３３ｇと
第１の斜め部３３ｈとの境界部が第１の回路基板６０に接点部Ｒ５で接触する場合もある
。
【０１５１】
　このようなソケット側電源用端子３３は、所定厚さを持った帯状の金属材を湾曲成形す
ることにより形成することができる。
【０１５２】
　また、ソケット側電源用端子３３は、ソケット３０を組み立てる際に、ソケットハウジ
ング３１の裏面側（図１５の下側）からソケット側電源用端子収容部３１ｇに挿入（圧入
）することで、ソケットハウジング３１に装着されている。
【０１５３】
　なお、ソケット側電源用端子３３をソケットハウジング３１にインサート成形する等し
て、ソケット側電源用端子３３をソケットハウジング３１に装着するようにしてもよい。
【０１５４】
　次に、図２７および図２８を参照しながら、ソケット側保持金具３４の構成を説明する
。
【０１５５】
　ソケット側保持金具３４は、所定厚さの金属板をプレス成形することにより形成された



(20) JP 6388152 B2 2018.9.12

10

20

30

40

50

保持金具板を折曲形成することによって形成することができ、コネクタ１０の幅方向Ｙに
延在する側板部３４ａと、側板部３４ａの下側を長手方向Ｘ中央側に向かって略直角に折
曲した底板部３４ｃとを備えている。そして、底板部３４ｃの両端部をコネクタ１０の幅
方向Ｙ両側から外側に突出させることで、固定端子３４ｄとしての第１の固定端子３４ｊ
が形成されている。
【０１５６】
　側板部３４ａの幅方向Ｙ両端部には、側板部３４ａの幅方向Ｙ両端部をコネクタ１０の
長手方向Ｘ中央側に向かって略直角に折曲した延設部３４ｂが形成されている。そして、
この延設部３４ｂの延在方向の終着部３４ｇには下方に向かって延在して第１の回路基板
６０に半田７０で固定される固定端子３４ｄとしての第２の固定端子３４ｋが設けられて
いる。
【０１５７】
　本実施形態では、近傍に配置される第１の固定端子３４ｊおよび第２の固定端子３４ｋ
で形成される固定端子の組が、コネクタ１０の一対の長辺のそれぞれの長手方向Ｘの両端
に、ソケット側端子群Ｇ２と並設するように、合計４組設けられている。
【０１５８】
　このように、本実施形態では、ソケット側保持金具３４が、第１の回路基板６０上に固
定される第１の固定端子３４ｊと、当該第１の固定端子３４ｊとは別に形成されて第１の
回路基板６０上に固定される第２の固定端子３４ｋと、を有している。そして、この第２
の固定端子３４ｋがソケット側保持金具３４の側板部３４ｂから延出されている。
【０１５９】
　このとき、第２の固定端子３４ｋが、組となる第１の固定端子３４ｊからのソケット側
保持金具３４上における道のり（ソケット側保持金具３４の外面に沿った距離）が最大と
なる位置に設けられるようにしている。
【０１６０】
　また、本実施形態では、ソケット側保持金具３４は、インサート成形によって、ソケッ
トハウジング３１に装着（配設）されている。このとき、ソケット側保持金具３４の少な
くとも一部がソケットハウジング３１に沿って露出するようにしている。
【０１６１】
　すなわち、ソケット側保持金具３４の少なくとも一部がソケットハウジング３１の外面
３１ｓに沿って露出している。
【０１６２】
　さらに、本実施形態では、周壁部３１ｂおよび板状壁部３１ａの外面３１ｓの一部とソ
ケット側保持金具３４の外壁面３４ｅの一部とが略面一の状態となるようにしている。換
言すると、周壁部３１ｂの外面３１ｓにソケット側保持金具３４の外壁面３４ｅの一部が
略面一の状態で露出するように、ソケットハウジング３１にソケット側保持金具３４が一
体成形されている。
【０１６３】
　具体的には、側板部３４ａの外面３４ｆの上部がソケットハウジング３１のＸ方向（長
手方向）最外端に延在する側面（長手方向の端面）３１ｔに対して面一の状態で露出して
いる。このように、本実施形態では、ソケット側保持金具３４は、ソケットハウジング３
１の側面３１ｔおよび底面３１ｕのうち少なくともいずれか一方の面に沿って露出するよ
うにしている。
【０１６４】
　なお、底板部３４ｃの外面３４ｉは、ソケットハウジング３１の底面３１ｕ（外面３１
ｓ）に対して面一の状態でなく露出しているが、底板部３４ｃの外面３４ｉを、ソケット
ハウジング３１の底面３１ｕ（外面３１ｓ）に対して面一の状態で露出させることも可能
である。また、ソケット側保持金具３４の外壁面３４ｅは、周壁部３１ｂの外面（短手方
向壁部３１ｉの側面３１ｓ）に露出させる必要はなく、また、露出させる場合であっても
、周壁部３１ｂの外面（短手方向壁部３１ｉの側面３１ｓ）に対して面一の状態で露出さ
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せる必要はない。また、延設部３４ｂの外壁面３４ｅ（外面３４ｈ）を周壁部３１ｂの外
面（長手方向壁部３１ｈの側面３１ｓ）から露出させることも可能である。このとき、面
一の状態で露出させてもよいし、面一の状態とならないように露出させてもよい。
【０１６５】
　そして、図３０および図３２に示すように、ヘッダハウジング２１の周壁部２１ｂをソ
ケットハウジング３１の嵌合溝部３１ｄに挿入して嵌合することで、ヘッダ２０がソケッ
ト３０に嵌合される。
【０１６６】
　なお、ヘッダ２０をソケット３０に嵌合させる際には、例えば、Ｙ方向（幅方向：短手
方向）一端側の長辺部分に形成されたテーパ部３１ｅとテーパ部２１ｄとを重ね合わせ、
Ｙ方向（幅方向：短手方向）他端側にずらしながら嵌合させるようにすることができる。
こうすれば、テーパ部３１ｅおよびテーパ部２１ｄを誘い込み部として機能させることが
でき、より容易にヘッダ２０をソケット３０に嵌合させることができるようになる。
【０１６７】
　そして、ヘッダ２０をソケット３０に嵌合させた状態では、ソケット側信号用端子３２
の接点部Ｒ１およびヘッダ側信号用端子２２の接点部Ｒ１が互いに接触することとなる。
【０１６８】
　また、ソケット側信号用端子３２の接点部Ｒ２およびヘッダ側信号用端子２２の接点部
Ｒ２が互いに接触することとなる。
【０１６９】
　そして、ソケット側電源用端子３３の接点部Ｒ３およびヘッダ側電源用端子２３の接点
部Ｒ３が互いに接触することとなる。
【０１７０】
　また、ソケット側電源用端子３３の接点部Ｒ４およびヘッダ側電源用端子２３の接点部
Ｒ４が互いに接触することとなる。
【０１７１】
　その結果、ソケット側信号用端子３２とヘッダ側信号用端子２２とが電気的に接続され
るとともに、ソケット側電源用端子３３とヘッダ側電源用端子２３とが電気的に接続され
る。
【０１７２】
　こうして、第１の回路基板６０の回路パターン６１と第２の回路基板４０の回路パター
ン４１とが相互に電気的に接続されることとなる。
【０１７３】
　一方、ヘッダ２０とソケット３０とを離脱させる際には、これら両者を引き剥がし方向
に抜去する。すると、段差状の係止部３２ｄと段差状の被係止部２２ｅとが相対摺動しつ
つ、ソケット側信号用端子３２のばね部（３２ｅ，３２ｆ，３２ｇ，３２ｈ，３２ｉ，３
２ｊ，３２ｋ，３２ｍ）が弾性変形し、係止部３３ｄと被係止部３２ｅとの係止が解除さ
れる。このとき、円弧状突起部３２ｋの凹部２２ｃへの嵌まり込みも解除される。
【０１７４】
　また、段差状の係止部３３ｄと段差状の被係止部２３ｅとが相対摺動しつつ、ソケット
側電源用端子３３のばね部（３３ｅ，３３ｆ，３３ｇ，３３ｈ，３３ｉ，３３ｊ，３３ｋ
，３３ｍ）が弾性変形し、係止部３３ｄと被係止部２３ｅとの係止が解除される。このと
き、円弧状突起部３３ｋの凹部２３ｃへの嵌まり込みも解除される。
【０１７５】
　こうして、ヘッダ２０とソケット３０とを分離させることができるようになる。
【０１７６】
　また、本実施形態では、上述したように、ヘッダハウジング２１の長手方向Ｘ両端部に
はヘッダ側保持金具２４が、ソケットハウジング３１の長手方向Ｘ両端部にはソケット側
保持金具３４が配設されている。このヘッダ側保持金具２４およびソケット側保持金具３
４０は、ヘッダハウジング２１およびソケットハウジング３１の強度を高めるとともに、
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上述した回路基板にそれぞれ取付固定するために用いられるものである。
【０１７７】
　本実施形態では、ヘッダ側保持金具２４の固定端子２４ａを第２の回路基板４０に半田
付けすることで、ヘッダ２０が第２の回路基板４０に対して強固に結合されるようにして
いる。
【０１７８】
　また、ソケット側保持金具３４の固定端子３４ｄを第１の回路基板６０に半田付けする
ことで、ソケット３０が第１の回路基板６０に対して強固に結合されるようにしている。
【０１７９】
　このような構成によれば、各回路基板に強固に結合されたヘッダ２０とソケット３０と
を相互に嵌合させることができる。これにより、ヘッダ側信号用端子２２とソケット側信
号用端子３２とが接触導通するとともに、ヘッダ側電源用端子２３とソケット側電源用端
子３３とが接触導通し、各回路基板の回路パターン同士を電気的に接続することができる
。
【０１８０】
　次に、図３４から図３７を参照しながら、各端子および各保持金具の回路パターンへの
固定構造を説明する。なお、各端子および各保持金具の回路パターンへの固定構造は、図
３４から図３７の構造に限定されるものではない。
【０１８１】
　ヘッダ側信号用端子２２、ヘッダ側電源用端子２３およびヘッダ側保持金具２４は、図
３４に示すようにして、回路パターン４１に固定されるようにすることができる。
【０１８２】
　長手方向Ｘの中央部に配設されたヘッダ側信号用端子２２は、付け根部２２ａが、それ
ぞれ信号用の回路パターン４１ａに半田５０で固定される。
【０１８３】
　一方、長手方向Ｘの両側に配設されたヘッダ側電源用端子２３は、付け根部２３ａが共
通の回路パターン４１ｂに半田５０で固定される。そして、ヘッダ側保持金具２４も、固
定端子２４ａが共通の回路パターン４１ｂに半田５０で固定される。
【０１８４】
　このように、図３４では、固定端子２４ａと付け根部２３ａとが共通の回路パターン４
１ｂに半田付けされている。
【０１８５】
　さらに、図３４では、隣り合うように配置されているヘッダ側電源用端子２３とヘッダ
側保持金具２４とが共通の回路パターン４１ｂに半田付けされている。すなわち、隣り合
うように配置されているヘッダ側電源用端子２３とヘッダ側保持金具２４とが回路パター
ン４１ｂを共用している。
【０１８６】
　したがって、長手方向Ｘの一側に配設された２つのヘッダ側電源用端子２３は、長手方
向Ｘの一側に配設された回路パターン４１ｂおよび長手方向Ｘの一側に配設されたヘッダ
側保持金具２４を介して電気的に接続されている。また、長手方向Ｘの他側に配設された
２つのヘッダ側電源用端子２３も、長手方向Ｘの他側に配設された回路パターン４１ｂお
よび長手方向Ｘの他側に配設されたヘッダ側保持金具２４を介して電気的に接続されてい
る。
【０１８７】
　一方、ソケット側信号用端子３２、ソケット側電源用端子３３およびソケット側保持金
具３４は、図３５に示すようにして、回路パターン６１に固定されるようにすることがで
きる。
【０１８８】
　長手方向Ｘの中央部に配設されたソケット側信号用端子３２は、付け根部３２ａが、そ
れぞれ信号用の回路パターン６１ａに半田７０で固定される。
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【０１８９】
　長手方向Ｘの両側に配設されたソケット側電源用端子３３は、付け根部３３ａが共通の
回路パターン６１ｂに半田７０で固定される。そして、ソケット側保持金具３４も、固定
端子３４ｄが共通の回路パターン６１ｂに半田７０で固定される。
【０１９０】
　このように、図３５では、固定端子３４ｄと付け根部３３ａとが共通の回路パターン６
１ｂに半田付けされている。
【０１９１】
　さらに、図３５では、隣り合うように配置されているソケット側電源用端子３３とソケ
ット側保持金具３４とが共通の回路パターン６１ｂに半田付けされている。したがって、
長手方向Ｘの一側に配設された２つのソケット側電源用端子３３は、長手方向Ｘの一側に
配設された回路パターン６１ｂおよび長手方向Ｘの一側に配設されたソケット側保持金具
３４を介して電気的に接続されている。また、長手方向Ｘの他側に配設された２つのソケ
ット側電源用端子３３も、長手方向Ｘの他側に配設された回路パターン６１ｂおよび長手
方向Ｘの他側に配設されたソケット側保持金具３４を介して電気的に接続されている。
【０１９２】
　さらに、本実施形態では、互いに組になる第１の固定端子３４ｊおよび第２の固定端子
３４ｋが、付け根部３３ａが半田付けされる回路パターン６１ｂに半田付けされている。
【０１９３】
　また、ヘッダ側信号用端子２２、ヘッダ側電源用端子２３およびヘッダ側保持金具２４
は、図３６に示すようにして、回路パターン４１に固定されるようにすることができる。
【０１９４】
　長手方向Ｘの中央部に配設されたヘッダ側信号用端子２２は、付け根部２２ａが、それ
ぞれ信号用の回路パターン４１ａに半田５０で固定される。
【０１９５】
　また、長手方向Ｘの両側に配設されたヘッダ側電源用端子２３は、付け根部２３ａが電
源用の回路パターン４１ｃに半田５０で固定される。
【０１９６】
　そして、ヘッダ側保持金具２４は、固定端子２４ａが金具固定用の回路パターン４１ｄ
に半田５０で固定される。
【０１９７】
　このように、図３６では、固定端子２４ａと付け根部２３ａとをそれぞれ別の回路パタ
ーン４１に半田付けさせている。
【０１９８】
　一方、ソケット側信号用端子３２、ソケット側電源用端子３３およびソケット側保持金
具３４も、図３７に示すようにして、回路パターン６１に固定されるようにすることがで
きる。
【０１９９】
　長手方向Ｘの中央部に配設されたソケット側信号用端子３２は、付け根部３２ａが、そ
れぞれ信号用の回路パターン６１ａに半田７０で固定される。
【０２００】
　また、長手方向Ｘの両側に配設されたソケット側電源用端子３３は、付け根部３３ａが
電源用の回路パターン６１ｃに半田７０で固定される。
【０２０１】
　そして、ソケット側保持金具３４は、固定端子３４ｄが金具固定用の回路パターン６１
ｄに半田７０で固定される。
【０２０２】
　このように、図３７では、固定端子３４ｄと付け根部３３ａとをそれぞれ別の回路パタ
ーン６１に半田付けしている。
【０２０３】
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　そして、ソケット側の固定構造として、図３４と図３６のいずれかを選択し、ヘッダ側
の固定構造として、図３５と図３７のいずれかを選択し、それぞれを組み合わせることで
、コネクタ１０の回路パターンへの固定構造を得ることができる。
【０２０４】
　以上、説明したように、本実施形態のコネクタ１０は、ソケット側信号用端子３２およ
びソケット側電源用端子３３が配設される略矩形状のソケットハウジング３１を有するソ
ケット３０と、ヘッダ側信号用端子２２およびヘッダ側電源用端子２３が配設される略矩
形状のヘッダハウジング２１を有するヘッダ２０と、を備えている。
【０２０５】
　そして、ソケット側信号用端子３２およびソケット側電源用端子３３が、ソケットハウ
ジング３１の長手方向Ｘに沿って配設されており、ソケット側電源用端子３３よりもソケ
ットハウジング３１の長手方向Ｘの幅が狭いソケット側信号用端子３２を有している。
【０２０６】
　こうすれば、互いに離間配置されている複数の端子を電源用端子として併用する場合に
較べて、デッドスペースが形成されてしまうのが抑制されるため、ソケット３０の長手方
向Ｘを小型化することが可能になる。
【０２０７】
　また、ソケット側信号用端子３２の断面形状とソケット側電源用端子３３の断面形状と
が略同一形状をしている。その結果、部品加工性が向上するとともに組み立て加工性が向
上する。
【０２０８】
　また、ソケットハウジング３１には、当該ソケットハウジング３１の長手方向Ｘに沿っ
て配設されたソケット側信号用端子３２およびソケット側電源用端子３３で構成されるソ
ケット側端子群Ｇ２が複数列配置されている。
【０２０９】
　こうすれば、端子の断面積を増加させることができるため、電流容量を増加させること
ができる。
【０２１０】
　また、ソケット側電源用端子３３は、ヘッダ側電源用端子２３に係止される段差状の係
止部３３ｄを有しており、係止部３３ｄが、ソケット側電源用端子３３におけるソケット
ハウジング３１の長手方向Ｘの一端から他端にかけて形成されている。
【０２１１】
　その結果、ロック力を向上させることができる上、挿抜を繰り返した際に摩耗しにくく
なるため、製品の長寿命化を図ることが可能となる。
【０２１２】
　また、ソケット側信号用端子３２よりもソケットハウジング３１の長手方向Ｘの外側に
配設されるソケット側電源用端子３３を有している。
【０２１３】
　こうすれば、発熱量の大きいソケット側電源用端子３３をソケットハウジング３１の長
手方向Ｘの外側に配置されることになるため、放熱効率をより高めることができるように
なる。
【０２１４】
　また、ソケット側電源用端子３３およびヘッダ側電源用端子２３には、互いに接触する
接点部Ｒ４が、ソケットハウジング３１の長手方向Ｘに沿って複数設けられている。
【０２１５】
　こうすれば、端子の接触信頼性を向上させつつ、接触抵抗の低減を図ることができるよ
うになる。
【０２１６】
　また、ソケット側電源用端子３３には、複数の片部３５，３６が形成されており、複数
の片部３５，３６のそれぞれに接点部Ｒ４が設けられている。
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【０２１７】
　こうすることで、端子の接触信頼性を向上させつつ、接触抵抗の低減を図ることができ
るようになる。
【０２１８】
　また、複数の片部３５，３６は、可撓性を有しており、それぞれ独立して撓むことが可
能である。
【０２１９】
　こうすることで、端子の接触信頼性をより向上させつつ、接触抵抗の低減を図ることが
できるようになる。
【０２２０】
　また、ソケット側電源用端子３３は、Ｕ字状部（３３ｅ，３３ｆ，３３ｇ，３３ｈ，３
３ｉ，３３ｊ）を有している。このＵ字状部（３３ｅ，３３ｆ，３３ｇ，３３ｈ，３３ｉ
，３３ｊ）の一端（３３ｊ側）には、接点部Ｒ４が設けられる自由端部（３３ｋ，３３ｍ
）が連設されている。そして、複数の片部３５，３６が、少なくとも自由端部（３３ｋ，
３３ｍ）に形成されている。
【０２２１】
　こうすることで、端子の接触信頼性をより向上させることができるようになる。
【０２２２】
　また、互いに接触するソケット側電源用端子３３の接点部Ｒ４およびヘッダ側電源用端
子２３の接点部Ｒ４のうちいずれか一方の接点部（ヘッダ側電源用端子２３の接点部Ｒ４
）には凹部２３ｃが形成されている。そして、他方の接点部（ソケット側電源用端子３３
の接点部Ｒ４）が凹部２３ｃにおけるソケットハウジング３１の長手方向Ｘ両端部（接点
Ｃ１，Ｃ２）で接触する。
【０２２３】
　こうすることで、端子の接触信頼性をより向上させることができるようになる。
【０２２４】
　また、ソケットハウジング３１には、ソケット側保持金具３４が配設されており、ソケ
ット側保持金具３４の少なくとも一部（３４ａ，３４ｃ）がソケットハウジング３１の外
面３１ｓに沿って露出している。
【０２２５】
　こうすることで、ソケットハウジングの小型化を図りつつ、ソケットハウジングとソケ
ット側保持金具とをより強固に固定することができる。
【０２２６】
　さらに、ソケット側保持金具３４は、ソケットハウジング３１の側面３１ｔおよび底面
３１ｕのうち少なくともいずれか一方の面に沿って露出している。
【０２２７】
　したがって、ソケットハウジングの小型化を図りつつ、ソケットハウジングとソケット
側保持金具とをより一層強固に固定することができるようになる。
【０２２８】
　また、ソケット側保持金具３４がインサート成形によってソケットハウジング３１に配
設されている。
【０２２９】
　その結果、ソケットハウジングとソケット側保持金具とをより強固に固定することがで
きる上、圧入した場合に較べて、ソケットハウジングとの接触面積を増加させることがで
きるため、放熱性を高めることができるようになる。
【０２３０】
　また、ソケット側保持金具３４は、第１の回路基板６０に形成された回路パターン６１
に半田付けされる固定端子３４ｄを有している。そして、ソケット側電源用端子３３は、
第１の回路基板６０に形成された回路パターン６１に半田付けされる付け根部３３ａを有
している。そして、固定端子３４ｄと付け根部３３ａとが共通の回路パターン６１ｂに半
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田付けされている。
【０２３１】
　こうすれば、ソケット側保持金具３４が固定される回路パターンも、ソケット側電源用
端子３３が発する熱の放熱板として利用することができ、放熱性をより高めることができ
るようになる。
【０２３２】
　また、ソケット側保持金具３４とソケット側電源用端子３３とが隣り合うように配置さ
れている。
【０２３３】
　こうすれば、放熱性を高めることができる上、回路パターンの配線形状が複雑化してし
まうのを抑制することができるようになる。
【０２３４】
　また、固定端子３４ｄは、第１の固定端子３４ｊと、当該第１の固定端子３４ｊとは別
に形成される第２の固定端子３４ｋと、を有している。
【０２３５】
　したがって、ソケット側保持金具３４と第１の回路基板６０とをより強固に固定するこ
とができるようになる。
【０２３６】
　このとき、第１の固定端子３４ｊおよび第２の固定端子３４ｋが、付け根部３３ａが半
田付けされる回路パターン６１ｂに半田付けされるようにすれば、放熱効果をさらに向上
させることができるようになる。
【０２３７】
　また、ヘッダ側信号用端子２２およびヘッダ側電源用端子２３が、ヘッダハウジング２
１の長手方向Ｘに沿って配設されており、ヘッダ側電源用端子２３よりもヘッダハウジン
グ２１の長手方向Ｘの幅が狭いヘッダ側信号用端子２２を有している。
【０２３８】
　こうすれば、互いに離間配置されている複数の端子を電源用端子として併用する場合に
較べて、デッドスペースが形成されてしまうのが抑制されるため、ヘッダ２０の長手方向
Ｘを小型化することが可能になる。
【０２３９】
　また、ヘッダ側信号用端子２２の断面形状とヘッダ側電源用端子２３の断面形状とが略
同一形状をしているため、部品加工性が向上するとともに組み立て加工性が向上する。
【０２４０】
　また、ヘッダハウジング２１には、当該ヘッダハウジング２１の長手方向Ｘに沿って配
設されたヘッダ側信号用端子２２およびヘッダ側電源用端子２３で構成されるヘッダ側端
子群Ｇ１が複数列配置されている。
【０２４１】
　その結果、端子の断面積を増加させることができるため、電流容量を増加させることが
できる。
【０２４２】
　また、ヘッダ側電源用端子２３は、ソケット側電源用端子３３に係止される段差状の被
係止部２３ｅを有しており、被係止部２３ｅが、ヘッダ側電源用端子２３におけるヘッダ
ハウジング２１の長手方向Ｘの一端から他端にかけて形成されている。
【０２４３】
　その結果、ロック力を向上させることができる上、挿抜を繰り返した際に摩耗しにくく
なるため、製品の長寿命化を図ることが可能となる。
【０２４４】
　また、ヘッダ側信号用端子２２よりもヘッダハウジング２１の長手方向Ｘの外側に配設
されるヘッダ側電源用端子２３を有している。このように、発熱量の大きいヘッダ側電源
用端子をヘッダハウジングの長手方向外側に配置することで、放熱性を高めることができ
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るようになる。
【０２４５】
　また、ヘッダハウジング２１には、ヘッダ側保持金具２４が配設されている。そして、
ヘッダ側保持金具２４は、第２の回路基板４０に形成された回路パターン４１に半田付け
される固定端子２４ａを有している。また、ヘッダ側電源用端子２３は、第２の回路基板
４０に形成された回路パターン４１に半田付けされる付け根部２３ａを有している。そし
て、固定端子２４ａと付け根部２３ａとが共通の回路パターン４１ｂに半田付けされてい
る。
【０２４６】
　こうすれば、ヘッダ側保持金具２４が固定される回路パターンも、ヘッダ側電源用端子
２３が発する熱の放熱板として利用することができ、放熱性をより高めることができるよ
うになる。
【０２４７】
　また、ヘッダ側保持金具２４とヘッダ側電源用端子２３とが隣り合うように配置されて
いる。
【０２４８】
　こうすれば、放熱性を高めることができる上、回路パターンの配線形状が複雑化してし
まうのを抑制することができるようになる。
【０２４９】
　以上、本発明の好適な実施形態について説明したが、本発明は上記実施形態には限定さ
れず、種々の変形が可能である。
【０２５０】
　例えば、上記実施形態では、ヘッダ２０が、平面視で当該ヘッダ２０の中心に対して点
対称となるように形成されているとともに、ソケット３０が、平面視で当該ソケット３０
の中心に対して点対称となるように形成されているもの（極性がないコネクタ）を例示し
た。
【０２５１】
　しかしながら、極性を有するコネクタ（１８０度回転させた際に、同一の形状とならな
いようにしたコネクタ）に本発明を適用することも可能である。
【０２５２】
　また、ヘッダ２０とソケット３０とを嵌合させた状態で、ヘッダ側保持金具とソケット
側保持金具とが係合する構成とすることも可能である。
【０２５３】
　また、ソケットハウジングやヘッダハウジング、その他細部のスペック（形状、大きさ
、レイアウト等）も適宜に変更可能である。
【符号の説明】
【０２５４】
　１０　コネクタ
　２０　ヘッダ
　２１　ヘッダハウジング
　２２　ヘッダ側信号用端子
　２２ａ　付け根部
　２２ｃ　凹部
　２２ｅ　被係止部
　２３　ヘッダ側電源用端子
　２３ａ　付け根部
　２３ｃ　凹部
　２３ｅ　被係止部
　２４　ヘッダ側保持金具
　２４ａ　固定端子



(28) JP 6388152 B2 2018.9.12

10

20

　３０　ソケット
　３１　ソケットハウジング
　３１ｓ　外面
　３１ｔ　側面
　３１ｕ　底面
　３２　ソケット側信号用端子
　３２ａ　付け根部
　３３　ソケット側電源用端子
　３３ａ　付け根部
　３５　片部
　３６　片部
　３４　ソケット側保持金具
　３４ｄ　固定端子
　３４ｊ　第１の固定端子
　３４ｋ　第２の固定端子
　３４ｅ　外壁面
　３４ｆ　外面
　４０　第２の回路基板
　４１　回路パターン
　５０　半田
　６０　第１の回路基板
　６１　回路パターン
　７０　半田
　Ｒ１～Ｒ５　接点部
　Ｃ１、Ｃ２　接点
　Ｘ　長手方向
　Ｙ　短手方向（幅方向）
　Ｚ　上下方向
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【図１７】 【図１８】
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【図２１】 【図２２】

【図２３】 【図２４】
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【図２５】 【図２６】

【図２７】 【図２８】
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【図２９】 【図３０】

【図３１】 【図３２】
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【図３３】 【図３４】

【図３５】 【図３６】
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